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は
じ
め
に

台
湾
に
伝
統
的
に
存
在
し
て
き
た
祭
組
公
業
は
、
日
本
統
治
時
代
に
土
地
所
有
権
関

係
の
複
雑
さ
や
内
部
紛
争
の
多
さ
を
主
な
理
由
に
そ
の
廃
止
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
祭

(
1
)
 

把
と
い
う
台
湾
人
の
固
有
の
宗
教
的
伝
統
と
の
決
別
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
特
別
法
に
よ
る
対
処
も
検
討
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
新
た
な
設
定
を
禁
じ
る
と
い

(
2
)
 

う
こ
と
で
、
従
来
か
ら
あ
る
祭
組
公
業
は
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
台

湾
が
中
華
民
国
の
統
治
下
に
置
か
れ
る
と
、
土
地
整
理
の
必
要
か
ら
や
は
り
そ
の
解
体

整
理
が
進
め
ら
れ
、
多
数
の
祭
杷
公
業
が
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

一
方
に
お

い
て
祖
先
祭
記
と
い
う
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
習
慣
は
捨

て
去
る
こ
と
は
で
き
ず
、
祭
記
公
業
は
財
団
法
人
へ
の
転
化
が
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
な

(
3
)
 

く
、
新
た
に
財
団
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
も
容
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
年
に
お
け

る
台
湾
の
祭
記
公
業
の
展
開
を
理
解
す
る
に
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
て
い
る
財
団
法
人

に
つ
い
て
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
財
団
法
人
の
一
つ
で

あ
る
台
湾
李
氏
宗
嗣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
調
の
設
立

後

秀

藤

武

台
湾
に
お
け
る
李
氏
は
、
唐
の
高
祖
李
淵
ら
を
出
し
た
臨
西
(
今
の
甘
粛
省
)
李
氏

の
末
育
と
さ
れ
、
多
く
は
問
、
専
の
両
地
域
か
ら
明
の
天
啓
年
中
以
降
、
台
湾
に
移
住

(
4
)
 

し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
台
湾
に
は
陳
姓
に
次
い
で
多
数
の
李
姓
の
人
々
が
居
住
し
て
い

る
が
、

一
九
六
0
年
代
中
葉
ま
で
李
氏
の
祖
先
を
祭
る
宗
嗣
は
な
か
っ
た
。
陳
、
林
、

玉
、
高
、
呉
、
許
、
楊
、
謝
な
ど
の
各
姓
が
す
で
に
宗
耐
を
有
し
、
祖
先
祭
杷
と
一
族

の
団
結
を
実
現
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
姓
の
人
々
の
聞
で
建
嗣
の
話
が
持
ち

上
が
っ
て
も
種
々
の
理
由
か
ら
実
現
に
い
た
ら
ず
、
多
く
の
李
姓
の
人
々
が
宗
洞
を
持

て
な
い
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
臨
西
李
氏
総
会
の
二
五
周
年
祭
に
招
か

れ
た
台
湾
の
李
氏
た
ち
が
宗
踊
建
立
の
必
要
を
強
く
感
じ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
李
氏
総
会

か
ら
二
度
に
わ
た
り
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
三
五
万
元
を
基
金
の
一
部
と
し
て
財
団
法
人

本
十
姓
髄
西
堂
書
備
委
員
会
を
結
成
し
た
。
発
起
人
と
し
て
こ
れ
に
参
加
し
た
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
五
万
元
を
拐
助
し
た
一

O
名
の
李
姓
の
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

李
氏
宗
親
総
会
名
誉
会
長
の
李
峻
峰
を
加
え
た
一
一
名
が
事
実
上
の
設
立
者
と
し
て
宗

(5) 

桐
建
立
の
た
め
の
土
地
の
選
定
、
資
金
の
調
達
及
び
賛
同
者
の
募
集
に
奔
走
し
た
。
そ

の
結
果
、
民
国
五
三
年
九
月
二

O
日
ま
で
に
七
四
三
名
か
ら
二
五
八
万
三
八

O
O元
が

四
七



現
代
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け
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祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

宗
嗣
建
立
の
た
め
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
重
洲
保
安
宮
後
面
な
ど
四
か
所
の
候
補
地

の
中
か
ら
聖
裁
に
よ
り
台
北
市
民
生
東
路
と
南
京
東
路
付
近
が
最
も
適
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
、
今
日
の
南
京
東
路
三
段
に
一
七
三
坪
の
土
地
を
八
二
万
六

0
0
0
元
余
で
購

入
し
た
。
嗣
堂
に
つ
い
て
は
、
延
べ
七

O
O余
坪
の
宮
殿
式
六
階
建
て
の
ビ
ル
を
建
設

す
る
こ
と
と
し
た
が
、
す
で
に
寄
せ
ら
れ
た
揖
助
金
で
は
二

O
O
万
元
ほ
ど
の
不
足
が

生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
再
度
募
金
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
当
面
の
不
足
に
つ

い
て
は
、
発
起
人
が
連
帯
し
て
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
を
行
い
、
民
間
五
三
年
末
に
着
工
、

民
国
五
六
年
一

O
月
に
落
成
し
た
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
計
画
を
進
め
る
母
体
で
あ
る
財
団
法
人
に
関
し
て
は
、
民
国
五

三
年
五
月
に
一
六
O
余
名
の
李
氏
が
集
ま
っ
て
董
事
と
監
事
を
選
出
し
、
六
月
八
日
に

財
団
法
人
と
し
て
の
認
可
を
申
請
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
月
一
八
日
に
台
湾
省
政
府
に

(
6
)
 

よ
り
設
立
許
可
を
受
け
、
八
月
二
七
日
に
設
立
登
記
を
完
了
し
た
。

法
人
登
記
証
書
に
よ
る
と
、
「
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
桐
」
の
目
的
は
、
「
祖
徳
を
高

め
、
宗
族
の
誼
を
厚
く
し
、
宗
族
の
福
利
を
増
進
し
、
社
会
公
益
事
業
を
執
り
行
い
、

中
華
文
化
の
復
興
に
寄
与
す
る
」
こ
と
と
し
、
存
立
時
期
は
「
永
久
」
で
あ
る
。
ま
た
、

(
7
)
 

法
人
の
財
産
は
す
べ
て
「
指
助
」
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

登
記
を
終
え
法
律
上
正
式
に
財
団
法
人
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
嗣
堂
の
建
築
も
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
、
民
国
五
六
年
一

O
月
二

O
日
、
一
胴
堂
六
階
の
玄
元
殿
に
お
い
て
「
聖
祖

開
光
点
眼
」
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
李
氏
の
著
名
な
祖
先
の
霊
位
並
び
に
像
が
安
置
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
一

O
月
二
三
日
に
は
歴
代
祖
先
の
霊
位
が
安
置
さ
れ
、

(
8
)
 

落
成
式
典
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
な
お
、
落
成
記
念
日
は
農
暦
一

O
月
二
六
日
と
さ
れ
、

一
一
月
三
七
日
、

こ
の
日
に
秋
の
祭
杷
が
行
わ
れ
る
。

四
人

財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
の
内
部
組
織

台
湾
李
氏
宗
嗣
は
財
団
法
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
部
組
織
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
損
助
聾
組
織
章
程
を
も

(
9
)
 

と
に
見
て
い
こ
う
。

ω
会
員

本
法
人
を
組
織
す
る
会
員
は
、
李
姓
の
者
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
台
湾
に
居
住
又
は

本
籍
を
有
し
て
い
る
。
族
群
す
な
わ
ち
福
建
系
で
あ
る
か
客
家
で
あ
る
か
と
か
、
本
島

人
で
あ
る
か
外
省
人
で
あ
る
か
と
い
っ
た
、
出
身
に
関
す
る
差
別
は
一
切
な
く
、
李
姓

を
名
乗
る
も
の
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
資
格
を
有
す
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
本
宗
嗣
に
位
牌
を
安
置
し
、
祭
記
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
第
七

条
)
。
位
牌
は
、
ピ
ル
の
五
階
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
向
か
っ
て
正
面
に
安
置
す
る
場

合
は
二

O
万
元
、
左
右
の
側
壁
に
安
置
す
る
場
合
は
五
万
元
の
費
用
を
支
払
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
支
払
い
は
一
回
限
り
で
あ
り
、
通
常
は
寄
付
金
を
支
払

う
こ
と
は
な
い
が
、
日
常
参
拝
す
る
と
き
に
は
線
香
代
程
度
を
寄
付
す
る
他
、
結
婚
式

な
ど
が
あ
る
と
若
干
の
寄
付
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
員
は
、
民
国
八
六

(
叩
)

年
に
お
い
て
一
二

O
四
名
で
あ
り
、
現
在
は
一
二
六

O
名
ほ
ど
に
増
え
て
い
る
。
会
員

と
な
る
の
は
一
家
に
一
人
で
あ
り
、
通
常
一
家
の
最
年
長
者
が
会
員
で
あ
る
と
、
そ
の

子
、
孫
、
或
い
は
配
偶
者
な
ど
、
会
員
に
与
え
ら
れ
る
利
益
を
享
受
す
る
者
は
数
十
人

に
及
ん
で
い
く
。
概
算
で
は
あ
る
が
、
家
族
を
含
め
る
と
お
よ
そ
一
万
五
千
人
程
度
に

な
る
と
い
、
っ
。

会
員
資
格
は
親
族
に
継
承
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
員
が
欠
け
た
と
き
は
、
親
族
の

一
人
が
会
員
資
格
を
継
承
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
お
り
(
第
八
条
)
、
通
常
、
男
子



が
継
承
す
る
が
、
女
性
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
0

0
ム

董
事
会

主
要
業
務
の
執
行
機
関
は
董
事
会
で
あ
る
。
董
事
会
は
、
董
事
、
常
務
董
事
、
副
董

事
長
、
董
事
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
董
事
は
一
五
名
、
常
務
董
事
は
一

O
名
、
副

董
事
長
は
四
名
、
董
事
長
は
一
名
で
あ
り
、
董
事
長
が
外
部
に
対
し
て
法
人
を
代
表
す

る
(
第
九
条
)
。
董
事
の
任
期
は
三
年
で
あ
り
、
董
事
長
の
任
期
は
任
意
に
定
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
(
第
一

O
条
)
、
通
常
一
二
年
で
あ
る
。

董
事
会
は
三
ヶ
月
に
一
回
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
董
事
長
が
議
長
と
な
っ
て

会
議
を
主
催
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
の
が
、
常
務
董
事
会
で
あ
り
、

二
ヶ
月
に
一
回
開
催
さ
れ
る
。
規
定
上
、
執
行
機
関
は
董
事
会
と
さ
れ
て
い
る
が
(
第

二
O
条
)
、
事
実
上
は
常
務
董
事
会
が
重
要
事
項
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

董
事
と
な
る
者
は
、
董
事
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
資
格
、
並
び
に
選
出

方
法
に
つ
い
て
、
第
一
四
条
に
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
一
四
条

董
事
会
が
新
任
の
董
・
監
事
を
選
出
す
る
と
き
の
要
領
は
次
の
通
り
で
あ

る。

本
法
人
の
宗
親
で
、
宗
絹
の
た
め
に
服
務
す
る
願
望
を
有
す
る
者
は
、
毎
回
の

董
事
任
期
満
了
の
三
ヶ
月
前
に
書
面
を
以
て
申
請
を
行
い
、
董
事
会
が
申
請
人
の
人
格
・

道
徳
精
神
・
奉
献
服
務
精
神
に
つ
い
て
評
価
し
た
後
、
「
元
老
会
」
の
諮
問
を
経
て
董

事
会
が
決
議
し
、
新
任
の
董
・
監
事
と
す
る
。

建
嗣
発
起
人
一

O
名
の
宗
老
の
犠
牲
と
奉
献
精
神
を
追
想
す
る
た
め
に
、
各
発

起
人
の
直
系
後
嗣
が
引
き
続
き
尽
力
す
る
意
思
の
あ
る
場
合
は
、

一
人
を
推
挙
し
、
董

事
会
に
お
い
て
新
任
の
董
・
監
事
を
選
出
す
る
際
に
優
先
的
に
考
慮
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
董
事
は
会
員
の
中
か
ら
無
条
件
に
選
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
李

現
代
に
お
け
る
祭
組
公
業
の
新
た
な
展
開

氏
宗
嗣
の
維
持
運
営
に
強
い
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
宗
嗣

創
建
に
奔
走
し
た
人
々
の
功
労
を
重
視
し
、
発
起
人
の
一
族
か
ら
董
事
又
は
監
事
を
優

先
的
に
選
出
す
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
発
起
人
一

O
名
の
子
孫
と
し
て

会
員
で
あ
る
も
の
は
す
べ
て
董
事
ま
た
は
監
事
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
ら
の
職
は
義
務
職
で
あ
り
、
必
要
な
場
合
に
旅
費
交
通
費
等
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

は
あ
る
が
、
無
給
が
原
別
で
あ
る
(
第
一
七
条
)
。

董
事
会
の
職
権
と
し
て
第
二

O
条
に
以
下
の
七
項
目
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
章
程
に
規
定
す
る
事
項
を
執
行
す
る
。

董
事
会
の
決
議
案
を
執
行
す
る
。

福
利
事
業
を
行
う
。

四

本
法
人
の
財
産
の
保
管
及
び
財
務
収
支
等
の
事
項
を
管
理
す
る
。

五

本
法
人
の
職
員
の
任
免
及
び
評
価
を
行
う
。

--'... 
ノ、

宗
親
の
位
牌
奉
杷
に
関
す
る
事
項
を
審
査
す
る
。

七

本
章
に
規
定
す
る
事
務
を
執
行
す
る
。

以
上
の
項
目
は
、
法
人
運
営
の
基
本
に
か
か
わ
る
日
常
業
務
で
あ
り
、
董
事
の
合
議

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
各
業
務
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
見

(3) て
しミ

く

と
と
す
る

監
事
会

法
人
の
財
務
監
査
、
董
事
会
の
業
務
監
査
等
を
行
う
の
は
監
事
会
で
あ
る
。
監
事
会

の
業
務
に
つ
い
て
は
、
第
二
一
条
に
以
下
の
四
項
目
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
法
人
の
財
政
収
支
を
審
査
す
る
。

監
察
・
弾
劾
権
を
行
使
す
る
。

董
事
会
の
決
議
の
執
行
状
況
を
監
察
し
、
董
事
会
に
出
席
し
て
発
言
す
る
こ
と

四
九



現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

が
で
き
る
。
但
し
、
議
決
権
は
な
い
。

四

監
事
長
・
副
監
事
長
は
日
常
の
事
務
を
監
察
す
る
。

監
事
会
の
構
成
は
、
監
事
五
名
、
常
務
監
事
三
名
、
副
監
事
長
一
名
、
監
事
長
一
名

で
あ
り
(
第
一
一
一
条
)
、
任
期
は
一
二
年
で
あ
る
。
そ
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
董
事

の
選
出
方
法
と
同
様
で
あ
る

(
第
一
四
条
)
。
監
事
会
は
三
ヶ
月
に
一
回
開
催
さ
れ
る
。

以
上
に
見
た
、
董
事
会
と
監
事
会
が
法
人
の
主
要
機
関
で
あ
り
、
規
定
上
の
定
員
で

あ
る
が
、
現
在
に
お
い
て
は
運
営
上
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
董
事

会
は
葦
事
長
一
名
、
副
董
事
長
四
名
、
常
務
董
事
一
一
名
、
董
事
一
八
名
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
監
事
会
は
監
事
長
一
名
、
副
監
事
長
二
名
、
常
務
監
事
四
名
、
監
事
二
一
名
で

(
日
)

運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
議
も
、
常
務
董
事
常
務
監
事
合
同
会
議
が
毎
月
一
回
開

(ロ)

か
れ
、
董
事
・
監
事
合
同
会
議
が
三
ヶ
月
に
一
回
聞
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
上
の

運
営
か
ら
見
て
、
董
事
で
あ
る
か
監
事
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
役
員
が
共
同
し
て

法
人
の
運
営
に
当
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

ω
そ
の
他
の
機
関

以
上
の
ほ
か
に
、
組
織
内
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
、
元
老
会
で
あ
る
。
一
苅
老
会
は
、

族
内
の
人
徳
・
人
望
の
高
い
宗
親
を
董
事
会
の
決
定
に
よ
り
招
い
て
構
成
す
る
が
(
第

一
六
条
て
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
実
質
的
な
規
定
は
な
い
。
慣
例
的
に
は
永
久
名
誉

董
・
監
事
長
、
名
誉
董
事
長
、
名
誉
董
事
、
栄
誉
顧
問
、
顧
問
が
こ
れ
に
参
加
す
る
。

永
久
名
誉
董
・
監
事
長
は
か
つ
て
董
事
長
・
監
事
長
を
経
験
し
た
者
、
名
誉
董
事
長
は

副
董
事
長
を
経
験
し
た
者
で
あ
る
。
元
老
会
の
職
権
と
し
て
は
、
調
停
及
び
諮
問
に
当

る
ほ
か
(
第
一
六
条
)
、
新
任
の
董
・
監
事
を
選
出
す
る
際
に
董
事
会
か
ら
諮
問
を
受

け
る
(
第
一
四
条
)
。

日
常
の
事
務
を
行
う
の
が
、
幹
事
で
あ
る
。
幹
事
は
董
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、

五。

事
務
局
に
お
い
て
業
務
を
行
う
。
現
在
、
総
幹
事
一
名
、
幹
事
一
名
が
常
時
勤
務
し
て

、‘ー、
J

O

、V
ヲ
花

四

財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
の
事
業

主
要
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
董
事
会
の
も
と
に
以
下
の
よ
う
に
六
個
の
委
員
会
が

構
成
さ
れ
て
い
る
。

祭
記
委
員
会

春
秋
二
度
の
祭
把
の
管
掌

総
務
委
員
会

財
務
、
管
理
、
物
品
の
購
入
と
検
査

服
務
委
員
会

老
人
福
利
、
社
会
服
務

四

奨
学
金
委
員
会

大
学
・
専
門
学
校
生
に
支
給
す
る
奨
学
金
に
関
す
る
審
査

五

公
共
関
係
委
員
会

他
の
宗
親
会
の
訪
問
、
交
流

__L. 

ノ、

李
氏
文
化
発
展
委
員
会

李
氏
に
関
す
る
文
献
、
文
物
、
族
譜
の
収
集
と
展
示

及
び
整
理

こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
順
次
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

祭
杷

祭
杷
は
本
法
人
の
趣
旨
そ
の
も
の
で
あ
り
、
祖
徳
を
讃
え
る
た
め
に
も
、
必
須
の
事

業
で
あ
る
。
本
法
人
で
は
大
規
模
な
祭
杷
は
春
秋
二
度
行
わ
れ
る
。
春
祭
は
、
農
暦
二

月
一
五
日
の
太
上
始
祖
の
生
誕
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
秋
祭
は
農
暦
一

O
月
二
六
日

の
宗
嗣
落
成
記
念
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
玄
一
冗
殿
に
祭
ら
れ
て
い
る
高
名
な
祖

先
(
仙
祖
)

の
生
誕
日
に
は
供
物
が
供
え
ら
れ
、
礼
拝
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
祖
先
の
位

牌
を
安
置
し
て
い
る
者
は
い
つ
で
も
礼
拝
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

春
秋
二
度
の
祭
記
は
、
古
礼
に
の
っ
と
り
、
も
っ
と
も
荘
重
な
三
献
礼
の
儀
式
で
行

わ
れ
る
。
儀
式
は
四
段
階
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
階
は
朝
九
時
に
六
階
の
玄
元
殿
で
五



乃
至
七
名
の
道
土
が
道
教
の
儀
式
で
始
祖
ら
に
香
を
手
向
け
、
祭
拝
が
始
ま
る
。
続
い

て
、
董
事
・
監
事
ら
役
員
の
礼
拝
が
行
わ
れ
る
。
祝
文
等
の
朗
読
が
行
わ
れ
る
が
、
こ

れ
は
董
事
長
が
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
役
員
の
う
ち
声
量
の
豊
か
な
者
が
行
う
よ
う
で

あ
る
。
使
用
さ
れ
る
言
語
は
、
以
前
は
公
用
語
で
あ
る
北
京
官
話
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
台
湾
語
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
一
一
時
ご
ろ
に
、
五
階
に
場
所
を
移
し
、
同
様
に
道

土
の
先
導
に
よ
り
祖
先
の
位
牌
の
前
で
祭
記
が
営
ま
れ
る
。
以
上
、
午
前
中
に
本
来
の

祭
記
が
営
ま
れ
、
午
後
二
時
か
ら
第
三
段
階
と
し
て
三
献
礼
の
儀
式
の
後
、
秋
祭
の
時

に
は
奨
学
金
・
老
齢
金
の
授
与
な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
段
階
と
し

て
夕
刻
か
ら
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
懇
親
会
が
聞
か
れ
る
。
毎
回
ほ
ぽ
千
人
程
度
の

(
日
)

李
氏
の
人
々
が
参
加
し
て
い
る
。

ω
老
人
福
利
事
業

会
員
又
は
そ
の
直
系
親
族
で
八
O
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
込
め
て
金
銭

を
支
給
し
て
い
る
。
現
在
、
八

O
歳
以
上
の
者
が
約
一
五

O
名
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
六

千
元
を
支
給
、
九

O
歳
以
上
の
者
約
三

O
名
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
元
、

一O
O

歳
以
上
の
者
に
は
二
万
元
を
支
給
し
て
い
る
。

近
年
、
支
給
年
齢
を
引
き
下
げ
、
七
五
歳
又
は
七

O
歳
と
す
る
計
画
も
あ
る
が
、
財

源
の
関
係
か
ら
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
実
現
可
能
性
の
高
い
の
が
、
老

(
U
)
 

人
福
利
施
設
の
開
設
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
未
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

ω
奨
学
金
事
業

法
人
設
立
当
初
か
ら
不
断
に
営
ま
れ
て
い
る
の
が
奨
学
金
事
業
で
あ
る
。
李
氏
の
子

弟
の
勉
学
を
援
助
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
受
給
資
格
者
は
当
然
に
李
姓
の
学
生

に
限
ら
れ
る
。
会
員
の
家
族
で
あ
る
か
ど
う
か
は
要
件
で
は
な
い
。
大
学
生
か
専
門
学

校
生
が
対
象
で
あ
り
、
毎
年
九
月
に
各
学
校
に
広
告
さ
れ
る
。
設
立
当
初
は
毎
年
二

O

現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

名
の
学
生
に
支
給
さ
れ
た
が
、
現
在
は
五

O
名
の
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ
八
千
元
を
支
給
し

て
い
る
。
完
全
な
給
付
で
あ
り
、
返
還
義
務
は
一
切
な
い
。
例
年
、
三

O
O名
程
度
が

応
募
し
て
お
り
、
選
考
は
学
業
成
績
だ
け
で
は
な
く
、
人
格
、
推
薦
単
位
に
よ
る
人
物

評
価
も
加
味
し
て
奨
学
金
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
奨
学
金
支
給
の
た
め
の
資
金

は
、
有
志
の
寄
付
に
よ
っ
て
特
別
の
基
金
を
作
り
、
そ
の
利
息
を
主
要
な
財
源
と
し
て

き
た
が
、
現
在
は
法
人
の
一
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
る
。
有
志
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
民
間
八
二
年
に
教
育
資
金
と
し
て
二

O
O
万
元
を
寄
付
し
た
李
清
木
を
記
念
し

て
李
清
木
文
教
基
金
会
を
作
り
、
独
自
の
奨
学
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
般
の
奨
学
金
の
ほ
か
に
、
貧
困
家
庭
の
子
弟
の
進
学
あ
る
い
は
家
計

(
日
)

急
変
者
に
対
し
て
は
、
随
時
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

社
会
貢
献

慈
善
公
益
事
業
の
展
開
は
、
財
団
法
人
と
し
て
の
公
益
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
法
人
に
お
い
て
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
民
国
人
一
年
に
は
台
北
市
政
府
消

防
局
へ
救
急
車
を
寄
贈
し
、
八
三
年
に
は
雲
林
・
嘉
義
地
区
の
災
害
と
宜
蘭
地
区
の
災

害
に
慰
問
金
を
寄
付
し
、
ま
た
台
北
市
立
療
養
院
に
精
神
病
治
療
器
具
を
寄
付
し
て
い

る
。
例
年
、
社
会
貢
献
の
た
め
の
予
算
は
五

O
万
元
程
度
を
見
て
お
り
、
服
務
委
員
会

で
使
途
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
ほ
か
に
、
施
設
を
開
放
し
て
、
伝
統

民
俗
療
法
で
あ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
月
に
二
回
無
料
で
行
っ
て
い
る
。
受
診
者
は
李
氏
で

あ
る
必
要
は
な
く
、
近
隣
の
人
々
で
あ
る
。

ω
そ
の
他
特
徴
的
な
活
動

以
上
に
見
た
事
業
の
ほ
か
に
、
李
氏
一
族
の
団
結
を
高
め
、
維
持
し
て
い
く
た
め
と

思
わ
れ
る
活
動
が
あ
る
。
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

先
ず
、
選
挙
の
応
援
で
あ
る
。
台
湾
で
は
長
期
に
わ
た
り
国
民
党
の
一
党
独
裁
政
権

五



現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

が
敷
か
れ
、
国
民
は
政
治
に
参
加
す
る
道
が
あ
ま
り
聞
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
民
国

八
五
年
初
め
て
国
民
に
よ
っ
て
総
統
を
選
出
す
る
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
立
候
補

し
、
結
果
的
に
当
選
し
た
の
が
李
登
輝
で
あ
っ
た
。
李
登
輝
は
本
財
団
法
人
の
会
員
で

は
な
い
が
、
同
じ
李
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
財
団
で
も
後
援
会
を
結
成
し
て
選
挙
応

(
日
)

援
に
当
る
と
と
も
に
、
選
挙
資
金
と
し
て
五

O
万
元
を
寄
付
し
た
。
本
法
人
の
よ
う
な

一
族
共
存
繁
栄
の
た
め
の
団
体
が
選
挙
運
動
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
状
況
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
一
例
で
あ
る
。

次
に
、
他
の
李
氏
一
族
の
宗
親
団
体
と
の
交
流
が
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
台

湾
内
の
他
の
地
域
の
団
体
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
海
外
の
団
体
と
の
交
流
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、

マレ
l

シ
ア
な
ど
に
は
そ
れ
ぞ
れ
李
氏
の
宗
親
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
海
外
の
団

体
と
の
相
互
訪
問
が
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。
交
流
の
本
来
の
目
的
は
相

互
の
親
睦
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
会
員
の
経
済
活
動
の
援
助
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
台
湾
の
李
氏
の
関
係
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
事
業
展
開
を
す
る
際
に
は
、

フ
イ

リ
ピ
ン
の
李
氏
が
陰
に
陽
に
援
助
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ

う
な
事
柄
は
記
録
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
調
査
の
際
に
話
を
う
か
が
っ
た
董
事
・

監
事
が
均
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
華
入
社
会
の
血
縁
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
相
互
繁
栄
を
も
た
ら
す
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
言

、えよ、っ。

五

財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
澗
の
財
務

以
上
に
見
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
た
め
に
は
相
当
大
規
模
な
資
金
が
必
要
と
な

る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
本
法
人
の
財
務
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

五

法
人
の
資
産
は
、
一
二
千
九
五
万
元
余
で
あ
る
(
第
五
条
)
。
こ
れ
は
土
地
及
び
建
築

物
の
価
値
で
あ
る
。
宗
嗣
の
あ
る
ピ
ル
は
台
北
市
南
京
東
路
三
段
の
大
通
り
に
面
し
て

お
り
、
商
業
地
と
し
て
も
一
等
地
で
あ
る
。
三
十
数
年
前
の
写
真
を
見
る
と
あ
ち
こ
ち

に
農
地
が
残
る
地
域
で
あ
る
が
、
台
北
市
の
市
域
の
拡
大
に
伴
い
現
在
は
昔
日
の
面
影

も
な
い
く
ら
い
の
繁
華
街
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
価
値
は
日
本
円
に
換
算
す
る

と
ほ
ぼ
一
億
円
以
上
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
法
人
の
資
産
は
も
し
解
散
す
る
場
合

に
は
い
か
な
る
個
人
に
も
帰
属
す
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
法
人
事
務
所
所
在
地
の
自

治
体
に
帰
属
す
る
(
第
五
条
、
民
法
第
四
四
条
)
。

次
に
単
年
度
の
収
入
と
支
出
を
見
て
み
よ
う
。
民
国
九
一
年
度
予
算
に
従
っ
て
見
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

収
入
は
、

一
二
七
二
万
元
で
あ
る
。
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
家
賃
収
入
で

あ
る
。
現
在
ビ
ル
の
三
階
ま
で
の
フ
ロ
ア
ー
を
二
つ
の
会
社
に
賃
貸
し
て
お
り
、
そ
の

家
賃
収
入
が
一
年
間
に
二
一

O
O
万
元
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
期
に
は
一
八

O
O
万
元
に
も

達
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
経
済
情
勢
下
で
は
月
に
一

O
O
万
一
冗
程
度
が
相
場
の

ょ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
、
利
息
収
入
が
四
二
万
元
、
楽
指
収
入
す
な
わ
ち
位
牌
安
置
に

伴
う
寄
付
金
が
二

O
万
元
、
春
秋
の
祭
礼
時
の
寄
付
金
が
一

O
万
元
で
あ
る
。
会
員
か

ら
定
期
的
に
会
費
を
徴
収
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
な
く
、
基
本
財
産
す
な
わ
ち
所
有

す
る
不
動
産
か
ら
の
収
益
が
収
入
の
大
部
分
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

支
出
は
、
最
も
多
い
の
が
税
金
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
・
営
業
税
等
を
合
わ
せ
二
八

O
万
元
を
支
払
う
。
最
も
重
要
な
行
事
で
あ
る
春
秋
一
一
度
の
祭
礼
に
は
都
合
一
人

O
万

元
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
費
用
の
他
、
懇
親
会
費
用
も
こ
れ
で
ま
か
な
わ
れ
る
。

主
要
事
業
に
関
連
し
て
は
、
社
会
運
動
費
す
な
わ
ち
社
会
奉
仕
費
用
と
し
て
五

O
万
元
、

敬
老
金
と
し
て
一

O
O万
元
、
奨
学
金
と
し
て
四

O
万
元
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
役



員
は
先
に
見
た
よ
う
に
無
給
で
あ
る
が
、
海
外
の
団
体
と
の
交
流
の
際
に
は
旅
費
が
支

給
さ
れ
る
。
予
算
上
そ
の
額
は
一
一
一

O
万
元
で
あ
る
。
事
務
職
で
あ
る
幹
事
に
は
給
与
が

(
口
)

支
給
さ
れ
、
そ
の
額
は
臨
時
雇
い
を
含
め
四
名
で
一
七

O
万
元
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
恒
常
的
に
計
上
さ
れ
て
い
る
予
算
で
、
比
較
的
多
額
の
も
の
と
し
て
は
、

修
繕
費
に
八
五
万
元
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ピ
ル
の
修
理
、
補
修
に
関
す
る

費
用
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
弔
費
に
四

O
万
元
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
李
氏
一
族
の
関
係

者
の
慶
弔
に
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
李
氏
関
係
団
体
を
訪
問
す
る
際
の
寄

付
金
に
も
こ
れ
が
利
用
さ
れ
る
。
華
人
社
会
で
は
祝
い
事
や
儀
式
事
の
際
に
「
紅
包
」

と
言
っ
て
多
少
の
現
金
を
赤
い
封
筒
に
入
れ
て
手
渡
す
の
が
儀
礼
的
習
慣
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
光
熱
費
等
以
外
に
、
本
年
度
の
特
徴
的
予
算
と
し
て
三
五
周

年
祝
賀
式
典
の
た
め
に
一

O
O
万
元
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
財
団
法
人
で
は
一

O
年

ご
と
に
盛
大
な
祝
賀
式
典
を
挙
行
し
て
い
る
が
、
五
年
ご
と
に
も
比
較
的
大
き
な
祝
賀

式
典
を
聞
く
の
で
、
そ
の
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

以
上
の
予
算
は
董
事
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
が
、
決
算
は
も
ち
ろ
ん
監
事
会
に
ょ
っ

て
監
査
さ
れ
る
。
ま
た
、
財
団
法
人
と
し
て
、
予
算
決
算
は
外
部
に
も
公
開
し
て
い
る

の
で
、

い
わ
ゆ
る
非
公
式
の
費
用
は
一
切
な
い
。

-'-
J、

結
び

以
上
に
お
い
て
現
代
に
お
け
る
祭
杷
公
業
の
一
例
と
も
言
う
べ
き
財
団
法
人
台
湾
李

氏
宗
嗣
の
概
要
を
見
て
き
た
。
伝
統
的
な
祭
組
公
業
で
は
、
通
常
祭
把
の
永
続
性
を
願

う
享
記
者
が
生
前
に
財
産
の
一
部
を
公
業
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

収
益
で
祭
組
を
継
続
し
て
い
く
。
子
孫
は
な
ん
ら
の
経
済
的
負
担
な
く
祖
先
を
祭
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
祭
記
公
業
と
比
較
す

現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

る
と
、
確
か
に
本
財
団
法
人
に
お
い
て
は
そ
の
創
建
時
に
お
い
て
、
会
員
に
よ
る
寄
付

に
よ
っ
て
基
本
財
産
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
で
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
に

財
務
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
、
安
定
し
た
家
賃
収
入
が
あ
た
か
も
公
業
か
ら
の
収
入
と

同
じ
よ
う
に
機
能
し
て
お
り
、
同
様
に
子
孫
は
特
別
の
経
済
的
負
担
な
く
祭
記
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
事
業
と
し
て
奨
学
金
や
老
齢
金
な
ど
李
氏
一
族
へ
の
収
益
の
還
元
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
伝
統
的
祭
組
公
業
に
お
い
て
収
益
の
残
余
の
分
配
が
行
わ
れ
、
あ

る
い
は
日
本
留
学
な
ど
子
弟
の
教
育
資
金
に
利
用
さ
れ
た
の
と
極
め
て
似
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
祭
杷
公
業
と
し
て
の
類
似
性
の
ほ
か
に
、
政
治
活
動
の
援
助
や
経
済
活

動
の
援
助
な
ど
、
ま
さ
に
李
氏
の
血
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
華
人
社
会
の
特
徴
の
一
面
が
こ
こ
に
も
垣
間
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

[
資
料
]

台
湾
李
氏
宗
一
刷
絹
助
聾
組
織
章
程

第
一
章
総
則

第
一
条
本
法
人
の
名
称
は
、
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
(
以
下
、
本
法
人
と
略
称
す
る
)

と
す
る
。

第
二
条
本
法
人
の
総
事
務
所
は
台
北
市
南
京
東
路
一
二
段
一
一
一
O
九
日
万
四
階
に
置
き
、
必
要

な
場
合
に
は
支
所
を
置
く
。

第
三
条
本
法
人
は
、
毎
年
、
李
氏
宗
綱
の
春
秋
二
度
の
祭
礼
を
執
り
行
い
、
も
っ
て
祖

徳
を
高
め
、
宗
族
の
誼
を
厚
く
し
、
宗
族
の
福
利
を
増
進
し
、
社
会
公
益
事
業
を

執
り
行
い
、
中
華
文
化
の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
。

第
二
章
事
業

第
四
条
本
法
人
は
左
の
事
業
を
行
う
。

一
毎
年
春
秋
二
度
の
定
期
祭
礼
を
行
い
、
祖
先
を
祭
記
す
る
。

(
民
国
八
八
年
一

O
月
五
日
台
北
地
方
法
院
承
認
)

五



現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

二
分
耐
を
建
立
し
、
運
営
管
理
す
る
。

三
族
譜
を
編
纂
す
る
。

四
宗
親
に
よ
る
祖
先
の
霊
位
の
安
置
を
取
り
扱
う
。

五
宗
親
の
紛
争
を
調
停
す
る
。

六
貧
困
、
病
気
、
物
故
し
た
宗
親
ま
た
は
そ
の
直
系
親
族
を
援
助
す
る
。

七
奨
学
金
を
設
け
、
優
秀
な
子
弟
に
支
給
す
る
。

八
老
人
福
利
基
金
を
設
け
、
高
齢
の
宗
長
に
配
慮
す
る
。

九
文
化
発
展
基
金
を
設
け
、
固
有
文
化
を
発
揚
す
る
。

一
O

そ
の
他
、
社
会
公
益
及
び
福
利
に
関
す
る
事
業
を
行
う
。

第
三
章
資
産
及
び
会
計

第
五
条
本
法
人
の
資
産
は
寄
付
人
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
と
し
、
財
産
総
額
は
新
台
湾
ド

ル
コ
一
千
九
十
五
万
九
千
二
百
三
一
十
二
元
で
あ
る
。
主
管
機
関
に
報
告
、
審
査
を
経

た
と
お
り
、
解
散
時
に
そ
の
財
産
は
い
か
な
る
人
或
い
は
個
人
・
企
業
団
体
に
帰

属
す
る
こ
と
は
な
く
、
民
法
四
四
条
の
規
定
に
従
い
、
本
法
人
事
務
所
所
在
地
の

地
方
自
治
団
体
に
帰
属
す
る
。

第
六
条
本
法
人
の
会
計
年
度
は
毎
年
一
月
一
日
よ
り
一
一
一
月
二
二
日
ま
で
と
し
、
そ
の

決
算
は
董
事
会
の
議
を
経
て
主
管
機
関
に
報
告
し
、
審
査
を
受
け
る
。

第
四
章
組
織
及
び
職
権

第
七
条
本
法
人
は
、
李
姓
の
宗
親
で
、
本
宗
嗣
に
位
牌
を
祭
記
す
る
奉
記
入
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
宗
親
は
本
法
人
の
定
め
る
各
種
の
福
利
及
び
援
助
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
条
本
法
人
の
構
成
員
た
る
李
姓
の
宗
親
で
位
牌
を
祭
記
す
る
奉
犯
人
が
欠
け
た
と

き
は
、
親
族
の
一
人
が
順
次
そ
の
任
に
あ
た
る
。

第
九
条
本
法
人
に
、
董
事
会
を
設
け
、
本
法
人
の
李
姓
の
宗
親
の
中
か
ら
一
五
人
を
選

出
し
て
董
事
と
す
る
。
董
事
は
無
記
名
投
票
に
よ
り
董
事
長
一
人
を
選
出
し
、
董

事
長
は
外
部
に
対
し
て
本
法
人
を
代
表
す
る
。
さ
ら
に
四
人
を
推
薦
に
よ
り
副
董

事
長
と
し
て
選
出
し
、
一

O
人
を
常
務
董
事
と
す
る
。

第
一

O
条
董
事
の
任
期
は
三
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
董
事
長
の
任
期
は
任
意
に

定
め
る
こ
と
と
し
、
董
事
長
が
欠
け
た
と
き
は
董
事
会
は
一
名
の
副
董
事
長
を

推
挙
し
て
代
理
と
し
、
董
事
長
代
理
は
そ
の
任
期
内
に
お
い
て
代
理
業
務
を
行

う
。
そ
の
旨
主
管
機
関
に
報
告
す
る
。

五
四

第
一
一
条
董
事
会
は
そ
の
期
の
董
事
・
監
事
の
任
期
満
了
の
二
ヶ
月
前
に
董
事
・
監
事

を
選
出
し
、
新
董
・
監
事
会
を
組
織
す
る
。
任
期
満
了
後
三

O
日
以
内
に
公
印

を
引
き
渡
し
、
執
務
を
引
き
継
ぐ
。
主
管
機
関
に
報
告
し
、
か
つ
裁
判
所
に
董

事
・
監
事
の
変
更
を
申
請
す
る
。

第
二
一
条
本
法
人
に
監
事
会
を
設
け
、
本
法
人
の
李
姓
の
宗
親
か
ら
五
名
を
監
事
に
選

出
し
、
監
事
長
一
人
、
副
監
事
長
一
人
、
常
務
監
事
三
人
を
推
薦
す
る
。

第
二
二
条
監
事
の
任
期
は
三
年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。
監
事
長
は
一
期
を
限
度
と

し
、
監
事
長
が
欠
け
た
と
き
は
一
名
の
副
監
事
長
を
推
挙
し
て
代
理
と
し
、
監

事
長
代
理
は
そ
の
任
期
内
に
お
い
て
代
理
業
務
を
行
う
。

第
一
四
条
董
事
会
が
新
任
の
董
・
監
事
を
選
出
す
る
と
き
の
要
領
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
本
法
人
の
宗
親
で
、
宗
嗣
の
た
め
に
服
務
す
る
願
望
を
有
す
る
者
は
、
毎
回
の
董

事
任
期
満
了
の
三
ヶ
月
前
に
書
面
を
以
て
申
請
を
行
い
、
董
事
会
が
申
請
人
の
人
格
・

道
徳
精
神
・
奉
献
服
務
精
神
に
つ
い
て
評
価
し
た
後
、
「
元
老
会
」
の
諮
問
を
経
て
董

事
会
が
決
議
し
、
新
任
の
董
・
監
事
と
す
る
。

二
建
嗣
発
起
人
一

O
名
の
宗
老
の
犠
牲
と
奉
献
精
神
を
追
想
す
る
た
め
に
、
各
発
起

人
の
直
系
後
嗣
が
引
き
続
き
尽
力
す
る
意
思
の
あ
る
場
合
は
、
一
人
を
推
挙
し
、
董

事
会
に
お
い
て
新
任
の
董
・
監
事
を
選
出
す
る
際
に
優
先
的
に
考
慮
す
る
。

第
一
五
条
本
法
人
は
董
事
会
の
決
定
に
よ
り
、
人
徳
・
人
望
の
高
い
宗
親
を
、
永
久
名

誉
董
・
監
事
長
、
名
誉
董
事
長
、
名
誉
董
事
、
栄
誉
顧
問
、
顧
問
と
し
て
招
く

こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
条
本
法
人
は
、
董
事
会
の
決
定
に
よ
り
、
族
内
の
人
徳
・
人
望
の
高
い
宗
親
を

招
き
、
「
元
老
会
」
を
成
立
さ
せ
、
本
法
人
の
た
め
の
調
停
及
び
諮
問
の
機
構
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
条
本
法
人
の
董
、
監
事
、
委
員
、
顧
問
は
す
べ
て
義
務
職
で
あ
り
、
必
要
な
と

き
に
は
交
通
費
又
は
食
費
・
旅
費
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
八
条
本
法
人
に
総
幹
事
一
人
を
置
き
、
幹
事
若
干
名
を
毎
期
の
董
事
会
で
委
託
す

る
。
但
し
、
委
託
し
た
会
務
人
員
は
董
・
監
事
の
身
分
を
有
す
る
こ
と
は
で
き

な
し

第
一
九
条
董
事
に
次
の
事
由
の
一
つ
が
あ
る
と
き
は
、
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
や
む
を
え
な
い
事
故
に
よ
り
、
董
事
会
が
そ
の
解
職
を
認
め
た
場
合
。

二
職
務
を
怠
っ
た
た
め
に
董
事
会
の
決
議
に
よ
り
法
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
た
場
合
。



三
法
令
に
違
背
し
て
、
私
的
に
不
正
行
為
を
な
し
、
又
は
そ
の
他
重
大
な
事
由
が
あ

る
と
き
は
董
事
会
の
決
議
に
よ
り
、
退
職
さ
せ
る
。

第
二

O
条
本
法
人
の
董
事
会
が
執
行
機
関
と
し
て
有
す
る
職
権
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
本
章
程
に
規
定
す
る
事
項
を
執
行
す
る
。

二
重
事
会
の
決
議
案
を
執
行
す
る
。

コ
一
福
利
事
業
を
行
う
。

四
本
法
人
の
財
産
の
保
管
及
び
財
務
収
支
等
の
事
項
を
管
理
す
る
。

五
本
法
人
の
職
員
の
任
免
及
び
評
価
を
行
う
。

六
宗
親
の
位
牌
奉
記
に
関
す
る
事
項
を
審
査
す
る
。

七
本
章
に
規
定
す
る
事
務
を
執
行
す
る
。

第
二
一
条
監
事
会
の
職
権
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
本
法
人
の
財
政
収
支
を
審
査
す
る
。

二
監
察
・
弾
劾
権
を
行
使
す
る
。

コ
一
董
事
会
の
決
議
の
執
行
状
況
を
監
察
し
、
董
事
会
に
出
席
し
て
発
言
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
議
決
権
は
な
い
。

四
監
事
長
・
副
監
事
長
は
日
常
の
事
務
を
監
察
す
る
。

第
五
章
会
議

第
二
二
条
本
法
人
の
董
事
会
は
一
二
ヶ
月
ご
と
に
一
回
開
催
す
る
。
葦
事
長
が
招
集
し
、

且
つ
董
事
長
が
議
長
と
な
る
。
三
分
の
一
以
上
の
董
事
が
請
求
し
、
又
は
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
葦
事
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
コ
一
条
本
法
人
の
常
務
董
事
会
は
二
ヶ
月
ご
と
に
一
回
開
催
し
、
又
は
必
要
と
認
め

る
と
き
は
臨
時
常
務
董
事
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
四
条
本
法
人
の
監
事
会
は
三
ヶ
月
ご
と
に
一
回
開
催
す
る
。
監
事
長
が
招
集
し
、

且
つ
監
事
長
が
議
長
と
な
る
。
三
分
の
一
以
上
の
監
事
が
請
求
し
、
又
は
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
監
事
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
賞
罰

第
二
五
条
本
法
人
所
属
の
宗
親
及
び
業
務
人
員
又
は
族
人
が
、
国
家
、
社
会
又
は
本
法

人
に
対
し
て
特
別
の
貢
献
を
な
し
た
場
合
、
董
事
会
の
議
決
に
よ
り
、
褒
章
を

行
い
、
以
て
こ
れ
を
顕
彰
す
る
。

第
二
六
条
本
法
人
所
属
の
宗
親
が
本
法
人
の
章
程
に
違
反
し
て
本
法
人
の
名
誉
を
妨
害

し
、
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
そ
の
情
状
の
軽
重
を
勘
案
し
て
、
警
告
し
、
又

現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

は
そ
の
職
務
、
身
分
、
資
格
を
取
り
消
す
。

第
二
七
条
宗
親
又
は
自
然
人
が
拐
助
し
た
一
切
の
財
物
は
本
法
人
の
所
有
に
帰
し
、
返

還
し
な
い
。

第
七
章
そ
の
他

第
二
八
条
本
法
人
の
事
務
執
行
細
則
は
、
董
事
会
が
別
に
定
め
る
。

第
二
九
条
本
法
人
の
財
産
の
処
分
又
は
変
更
は
、
法
に
よ
っ
て
処
理
し
、
主
管
機
関
に

報
告
し
許
可
を
受
け
て
か
ら
行
う
。

第
三

O
条
本
章
程
は
、
民
国
人
八
年
八
月
一
一
一
一
日
、
蓑
事
会
で
修
正
さ
れ
、
主
管
機
関

に
報
告
、
許
可
を
受
け
た
後
に
施
行
す
る
。
修
正
の
と
き
も
同
じ
で
あ
る
。

注

(
1
)
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
祭
紀
公
業
廃
止
論
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
杉
本
栄
次
「
祭
紀

公
業
を
廃
止
す
べ
し
」
(
「
台
法
月
報
』
一
五
巻
九
号
)
が
あ
る
。
祭
組
公
業
廃
止
論
と

台
湾
人
意
識
の
葛
藤
に
つ
い
て
は
、
呉
豪
人
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
改

廃
問
題
」
(
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
一
号
、
一
九
九
九
年
、
五
四
頁
以
下
)
、
劉
夏
如
「
日

本
法
の
継
受
と
近
代
台
湾
i
l祭
記
公
業
改
廃
論
争
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
相
関
社
会

科
学
』
九
号
、
一
九
九
九
年
、
二
頁
以
下
)
、
同
「
台
湾
祭
記
公
業
を
め
ぐ
る
「
伝
統
中

国
』
と
「
近
代
法
継
受
』
の
相
克
」
(
『
日
本
台
湾
学
会
報
』
二
号
、
二

O
O
O
年
、
五

八
頁
以
下
)
を
参
照
。

(
2
)
立
法
措
置
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
後
藤
武
秀
「
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
に
お
け
る
『
祭

記
公
業
令
』
の
起
草
」
(
「
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
一
一
一

四
号
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

(
3
)
財
団
法
人
と
し
て
の
祭
紀
公
業
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
民
国
四
七
年
、
内
政
部
及
び
台

湾
省
政
府
が
、
「
財
団
法
人
は
出
捕
者
が
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
設
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

祭
記
公
業
が
財
団
法
人
を
設
立
す
る
目
的
は
、
子
孫
が
祖
先
を
祭
記
す
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
財
団
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
内
政
部

四
七
年
台
内
民
字
第
一
人

O
七
八
号
代
電
、
台
湾
省
政
府
民
政
庁
四
七
年
民
甲
字
第
一

九
一
一
四
号
代
電
。
黄
慶
生
・
黄
明
芳
編
著
『
最
新
祭
杷
公
業
法
令
広
輯
』
二

O
O
一

年
、
七
三

O
頁
所
収
)
と
し
て
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
に
お
け
る
祭

記
公
業
に
関
す
る
基
本
法
令
と
も
一
言
、
つ
べ
き
祭
記
公
業
土
地
整
理
要
点
(
一
九
八
一
年
)

は
、
そ
の
第
二
三
項
に
、
「
新
設
の
祭
杷
公
業
は
財
団
法
人
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

五
五



現
代
に
お
け
る
祭
記
公
業
の
新
た
な
展
開

五
六

(
黄
慶
生
・
黄
明
芳
編
著
『
前
掲
書
」
七
頁
)
と
規
定
し
て
い
る
。

(
4
)
『
台
湾
李
氏
宗
繭
建
網
三
十
週
年
紀
念
特
刊
』
(
一
九
九
七
年
、
非
売
品
)

(
5
)
『
前
掲
書
」
六
一
頁
以
下
。

(
6
)
『
前
掲
書
』
一

O
一
頁
以
下
。

(
7
)

『
前
掲
書
」
綴
込
み
「
法
人
登
記
謹
書
」
0

(
8
)
『
前
掲
書
』
一

O
二
頁
。

(
9
)
同
章
程
は
、
た
び
た
び
改
正
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
依
拠
す
る
の
は
、
民
国
人
八
年
改

正
の
最
新
版
で
あ
る
。
な
お
、
前
掲
『
台
湾
李
氏
宗
絹
建
嗣
コ
一
十
週
年
紀
念
特
刊
』
に

は
民
国
八
O
年
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
叩
)
「
前
掲
書
』
二
八
二
頁
以
下
「
会
員
名
冊
」
。

(
日
)
「
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
筒
報
」
第
二
項
に
よ
る
。

(
ロ
)
「
前
掲
」
第
四
項
。

(
日
)
「
慎
終
追
遠
台
湾
李
氏
宗
綱
春
秋
祭
祖
大
典
三
献
札
釈
義
及
祭
典
儀
式
程
序
」

下。

(
H
)
「
前
掲
」
二
頁
、
「
前
掲
童
閏
』
二

O
六
頁
以
下
。

(
日
)
『
前
掲
書
」
一
七
九
頁
以
下
。

(
凶
)
『
前
掲
書
」
一

O
八
頁
。

(
げ
)
「
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
九
一
年
度
歳
入
歳
出
預
算
表
」
に
よ
る
。

五
人
頁
以
下
。

一
頁
以

[
後
記
〕
本
研
究
は
、
平
成
一
四
年
度
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
推
進
化

事
業
」
に
係
わ
る
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
拠
点
」
に
よ
る
共
同
研
究
「
束
ア

ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
み
る
経
済
発
展
と
都
市
化
に
よ
る
伝
統
文
化
の
変
容

l

大
都
市
・
地
方
都
市
・
農
村
の
比
較
l
」
{
拠
点
・
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

(
旧
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
)
】
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、

本
稿
を
草
す
る
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
台
湾
李
氏
宗
嗣
永
久
名
誉
監
事
長
の
李

海
雲
氏
に
多
大
な
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


